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中
世
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
鍋

論

文

一
．
は
じ
め
に

　

中
世
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
に
お
け
る
調
理
・
飲
食
器
の
多
様
性
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
考
古
学

調
査
の
報
告
や
そ
の
出
土
遺
物
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る（

１
）
。
一
方
で
、
文
献

資
料
の
記
録
に
も
と
づ
く
、
調
理
・
飲
食
器
の
記
述
の
検
討
は
十
分
な
さ
れ
て
き
た
と
は

言
い
難
い（

２
）
。
な
ぜ
な
ら
鍋
や
器
の
各
種
名
称
は
、
文
学
作
品
や
年
代
記
で
の
飲
食
場

面
で
、
ま
た
商
業
文
書
や
地
理
書
で
の
商
品
記
録
に
散
見
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
説
明
は

な
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
料
理
書
や
食
養
生
書
と
い
う
食
に
関
す
る
書
に
お
い
て

も
同
様
で
、
鍋
や
器
に
焦
点
を
置
い
た
記
述
は
少
な
い（

３
）
。

　

料
理
書
や
食
養
生
書
は
、
九
世
紀
か
ら
編
纂
が
な
さ
れ
た（

４
）
。
当
時
の
支
配
者
層
ら

は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
医
学
の
養
生
法
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
。
養
生
法
の
実
践
に
際
し
て
、

食
に
関
す
る
情
報
が
必
要
と
さ
れ
た（

５
）
。
彼
ら
の
依
頼
で
、
取
り
巻
き
で
あ
る
教
養
人

や
侍
医
ら
が
こ
れ
ら
の
書
を
編
纂
し
た（

６
）
。
料
理
書
は
、
調
理
方
法
の
記
載
を
主
と
す

る
書
で
あ
り
、
食
養
生
書
は
、
個
々
の
食
材
・
食
品
の
医
学
的
効
能
を
列
記
し
た
書
で
あ

る
。

　

マ
シ
ュ
リ
ク
地
域
（
東
方
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
）
の
一
〇
世
紀
と
一
三
世
紀
の
料
理
書
の

二
種
、
マ
グ
リ
ブ
・
ア
ン
ダ
ル
ス
地
域
（
西
方
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
）
の
一
二
世
紀
の
食
養

生
書
一
種
と
一
三
世
紀
の
料
理
書
一
種
に
お
い
て
、
加
熱
調
理
器
（
以
下
、
本
稿
で
は
鍋

と
す
る
）
の
記
述
を
確
認
し
た（

７
）
。
こ
れ
ら
は
、
両
地
域
に
お
い
て
、
現
時
点
で
確
認

で
き
た
最
古
の
記
述
と
次
に
古
い
記
述
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
れ
ら
の
記
述
か
ら
、
鍋

の
実
体
、
つ
ま
り
鍋
の
器
形
、
材
質
、
そ
の
用
途
を
明
ら
か
に
す
る
。
同
時
に
、
鍋
の
材

質
が
調
理
食
品
に
与
え
る
影
響
と
、
そ
の
食
品
が
身
体
に
与
え
る
影
響
も
明
示
す
る
。

　

ち
な
み
に
、
料
理
書
や
食
養
生
書
は
、
支
配
層
や
富
裕
層
が
食
す
る
料
理
・
食
品
の
記

録
で
あ
る
。
そ
の
書
に
あ
る
鍋
は
、
各
地
域
や
都
市
で
の
日
常
に
お
け
る
鍋
使
用
の
実
相
を
、

直
接
示
す
も
の
で
な
い
。
し
か
し
鍋
に
関
す
る
体
系
的
な
記
述
は
、
一
〇
世
紀
か
ら
一
六
世

紀
に
か
け
て
編
纂
さ
れ
た
ア
ラ
ビ
ア
語
の
文
献
資
料
で
は
極
め
て
稀
で
あ
る
と
い
え
る
。

二
．
中
世
期
マ
シ
ュ
リ
ク
地
域
の
鍋

　

ワ
ッ
ラ
ー
ク
編
纂
に
よ
る
『
料
理
書
』
は
、
現
存
す
る
料
理
書
の
な
か
で
最
も
古
い
書

で
、
一
〇
世
紀
後
半
の
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
宮
廷
の
料
理
書
と
さ
れ
る（

８
）
。
編
纂
者
で
あ
る

ワ
ッ
ラ
ー
クA

bū M
uḥam

m
ad al-M

uẓaffar b. Sayyār al-W
arrāq

（
生
没
年
不
詳
）
に

つ
い
て
詳
細
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
全
一
三
二
章
で
構
成
さ
れ
た
書
に
は
、
料
理
の
調
理

法
だ
け
で
な
く
、
食
養
生
法
、
食
事
マ
ナ
ー
、
料
理
を
題
材
と
し
た
逸
話
や
詩
が
記
載
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
内
容
は
、
食
養
生
書
や
料
理
書
、
飲
料
の
書
、
ブ
ド
ウ
酒
の
書
、

シ
ロ
ッ
プ
の
書
な
ど
の
書
か
ら
の
引
用
で
あ
る
こ
と
を
、
編
者
は
序
文
で
述
べ
て
い

る（
９
）
。
こ
の
点
で
、
こ
の
書
は
一
〇
世
紀
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
バ
グ
ダ
ー
ド
に
お
け
る
食
に

関
す
る
知
識
の
集
成
と
い
え
る
。

　

第
二
章
「
料
理
・
菓
子
製
作
・
パ
ン
焼
き
に
使
用
す
る
道
具
類
に
つ
い
て（
10
）
」
に
は
、

加
熱
調
理
の
た
め
の
炉
と
鍋
の
説
明
が
あ
る
。

二
・
一
．
一
〇
世
紀
の
料
理
書
に
お
け
る
炉
に
つ
い
て
の
記
述

　

こ
の
書
で
の
記
述
は
、
中
世
イ
ス
ラ
ー
ム
期
の
中
東
地
域
の
炉
に
関
す
る
、
現
在
で
唯

一
の
も
の
で
あ
る
。
炉
に
は
、
コ
ン
ロ
（
火
鉢
、
鍋
を
下
方
か
ら
火
を
あ
て
加
熱
す
る
装

置
）
と
、
オ
ー
ブ
ン
（
四
方
密
閉
空
間
で
、
高
熱
で
蒸
し
上
げ
る
装
置
）
が
あ
っ
た
。

　

コ
ン
ロ
で
あ
る
ム
ス
タ
ウ
カ
ドm

ustaw
qad

に
は
、
料
理
用
と
菓
子
用
が
あ
っ
た
。
料

理
用
の
コ
ン
ロ
に
つ
い
て
は
、 尾

崎
　
貴
久
子
　
防
衛
大
学
校
准
教
授
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〔
そ
の
上
面
は
〕
長
方
形m

ustaṭīl

の
台
形m

unḥarif

箱
形
に
す
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ

な
ら
ば
、〔
複
数
の
鍋
の
〕
火
に
接
近
す
る
こ
と
が
容
易
と
な
り
、
火
力
を
操
作
し
や
す

い
か
ら
で
あ
る
。
空
気
を
取
り
入
れ
、
煙
を
排
出
す
る
た
め
の
複
数
の
孔
を
お
く
よ
う

に
。
良
い
コ
ン
ロ
〔
の
寸
法
〕
は
、
人
の
背
の
高
さ
半
分
ほ
ど
で
あ
る（
11
）
。

と
、
あ
る
。
菓
子
用
コ
ン
ロ
は
、
鍋
を
固
定
で
き
る
よ
う
な
丸
い
形
状m

udaw
w

ara

が

よ
い
と
あ
り
、
一
つ
の
鍋
用
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る（
12
）
。
さ
ら
に
弱
火
加
熱
す
る
場

合
に
は
、
三
脚
の
五ご

徳と
く

が
使
用
さ
れ
た（
13
）
。

　

オ
ー
ブ
ン
で
あ
る
タ
ン
ヌ
ー
ルtannūr

（
密
閉
空
間
内
で
高
温
の
空
気
で
加
熱
す
る
装

置
）
に
つ
い
て
は
、

　

最
良
の
オ
ー
ブ
ン
は
、
台
所
の
東
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
そ
の
オ
ー
ブ
ン

は
、
風
〔
の
方
向
と
〕
対
峙
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
内
は
広
く
、
壁
厚
は
、
中
く
ら

い
の
も
の
が
よ
い
。

　

焚
き
口
は
、
西
向
き
に
設
置
す
る
べ
き
で
あ
る
。
開
放
の
必
要
が
あ
る
場
合
に
、
風

を
迎
え
入
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る（
14
）
。

と
、
記
述
が
あ
る
。

　

料
理
に
使
用
さ
れ
た
主
た
る
コ
ン
ロ
は
ム
ス
タ
ウ
カ
ド
で
あ
っ
た
。
も
う
一
種
の
コ
ン

ロ
で
あ
る
カ
ー
ヌ
ー
ンkānūn

は
、
二
食
品
の
調
理
法
に
お
い
て
使
用
が
確
認
さ
れ
た
が
、

そ
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る（
15
）
。
主
に
使
用
さ
れ
た
オ
ー
ブ
ン
は
タ
ン
ヌ
ー
ル
で
あ
っ
た
。

も
う
一
種
の
オ
ー
ブ
ン
の
フ
ル
ンfurn

は
、
二
種
類
の
菓
子
製
作
で
使
用
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
詳
細
も
不
明
で
あ
る（
16
）
。

二
・
二
．
一
〇
世
紀
の
料
理
書
に
お
け
る
鍋
に
つ
い
て
の
記
述

　

こ
の
書
で
は
、
鍋
選
択
は
、
料
理
人
に
と
っ
て
必
要
な
知
識
と
さ
れ
、
各
種
料
理
ご
と

に
、
最
適
な
材
質
の
鍋
が
指
定
さ
れ
て
い
る
（
表
１
参
照
）。
こ
の
部
分
は
、
九
世
紀
の

哲
学
者
キ
ン
デ
ィ
ー
（
八
六
六
？
年
没
）
の
『
道
具
の
書K

itāb al-ālāt w
a’ l-adaw

āt

』

か
ら
の
引
用
で
あ
る
と
編
者
は
明
記
し
て
い
る（
17
）
。

　

各
種
の
料
理
に
適
し
た
鍋
に
つ
い
て
は
、

料
理
に
清
潔
を
求
め
る
料
理
人
の
た
め
に
、
調
理
道
具
か
ら
〔
記
述
を
〕
始
め
る
。
と

こ
ろ
で
、
料
理
の
清
潔
〔
状
態
〕
だ
け
が
、
そ
の
風
味
を
高
め
る
の
で
あ
る
。
も
し

〔
こ
れ
ら
の
〕
道
具
類
に
つ
い
て
料
理
人
が
忘
れ
た
場
合
、
こ
の
書
に
戻
れ
ば
、
必
要
と

す
る
事
項
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

材質* 鍋 適する料理 特性

石
birām

深鍋
丸底の深鍋
ティンジール鍋
浅鍋

肉〔煮込み〕とオーブン料理
炒め揚げ料理
飲料類
落とし卵料理と薄平卵焼き

加 熱 に よ る 変 質 な し。
臭味を出さない。

銅 
nuḥās 

錫メッキされた深鍋 小麦粥 調理時の連続攪拌に耐
える。 錫メッキのない
銅鍋で調理された食品
は腐敗している。

鉄
ḥadīd

浅鍋 魚料理 温まりが早い。 長時間
調理された食品は、 錆
により腐敗する。

錫
ānuk

（メッキ材料用） （記述なし） （記述なし）

真鍮
isfaydhūra

深鍋
ティンジール鍋

揚げパン
煮プディング菓子

硼砂による変質なし。
弱火調理に適する。

素焼き
fakhkhār

深鍋 鶏肉をのせたパイ料理 壁薄である。 高熱によ
る変質なし。

*材質は記載された順である。

表１　10世紀マシュリク地域の料理書の鍋（al-Warrāq, Kitāb al- abīkh, chap.2）　

肉
（luḥūm

）〔
の
煮
込
み
〕
に
最
良
な
の
は
、
石
の
深
鍋qudūr birām

で
あ
る
。
ハ

リ
ー
サ
（ḥarīsa
：
小
麦
粥
）
に
最
良
な
の
は
、
内
壁
に
錫
メ
ッ
キ
が
さ
れ
た
銅
の
深
鍋

qudūr nuḥḥās m
u’annaka dākhila

で
あ
る
。
ジ
ュ
ー
ザ
ー
ブ
（jūdhāb

：
鶏
肉
を
の
せ

た
パ
イ
料
理
）
に
は
素
焼
き
の
深
鍋qudūr fakhkhār

が
最
良
で
あ
る
。
オ
ー
ブ
ン
料
理
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（tannūrīya

：
肉
の
オ
ー
ブ
ン
煮
）
に
最
良
な
の
は
、
石
の
深
鍋qudūr　

birām

で
あ
る
。

煮
菓
子
（ḥalw

ā’

：
煮
詰
め
た
プ
デ
ィ
ン
グ
菓
子
類
）
製
作
に
最
良
な
も
の
は
、
真
鍮
の

テ
ィ
ン
ジ
ー
ルṭanājīr Isfaydhūrīya

で
あ
る
。
飲
料
類
（ashriba

：
香
辛
料
類
を
煮
溶

か
し
た
砂
糖
水
、
嗜
好
飲
料
で
も
あ
る
）
に
最
良
な
の
は
、
石
の
テ
ィ
ン
ジ
ー
ル
鍋

ṭanājīr birām

で
あ
る
。
ザ
ラ
ー
ビ
ヤ
（zalābiya

：
揚
げ
パ
ン
）
に
最
良
な
の
は
、
真
鍮

の
浅
鍋m

aqālī isfaydhūrīya

で
あ
る
。
魚
料
理
に
最
良
な
の
は
、
鉄
の
浅
鍋m

aqālī 

ḥadīd
で
あ
る
。
ナ
ル
ジ
ス
ィ
ー
ヤ
（narjisīya

：
落
と
し
卵
料
理
）
と
薄
平
卵
焼
き

（’ujam
 abṣūṭa

）
に
最
良
な
の
は
、
石
の
浅
鍋m

aqālī birām

で
あ
る
。
マ
ク
ル
ー
バ
料

理
（m

aqlūba

：
蒸
し
炒
め
料
理
）
に
最
良
な
の
は
石
の
丸
底
深
鍋qudūr birām

 

m
udaw

w
arāt

で
あ
る（
18
）
。

と
あ
る
。

　

こ
の
記
述
の
中
で
は
、
鍋
類
の
総
称
は
、
ク
ド
ゥ
ー
ルqudūr

（qidr

：
深
鍋
の
複
数

形
）
が
使
用
さ
れ
て
、
個
別
の
鍋
と
し
て
は
、
キ
ド
ルqidr

と
テ
ィ
ン
ジ
ー
ルṭinjīr

、
ミ

ク
ラ
ーm

iqlā

の
三
種
類
の
名
詞
が
使
用
さ
れ
て
い
た（
19
）
。
こ
れ
ら
の
名
称
は
、
上
記
の

記
述
か
ら
、
器
形
に
よ
る
種
類
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
形
状
は
不
明
で
あ
る
。
深
鍋qidr

に
は
、
大
型
・
中
型
・
小
型
の
三
種
類
が
あ
っ
た（
20
）
。
本
論
に
お
い
て
は
、
肉
煮
込
み

用
鍋
で
あ
る
キ
ド
ルqidr

を
深
鍋
と
し
、
煮
菓
子
や
飲
み
物
な
ど
の
液
状
食
品
を
煮
詰
め

る
調
理
に
使
用
さ
れ
る
テ
ィ
ン
ジ
ー
ル
は
、
深
鍋
と
区
別
す
る
た
め
に
、
テ
ィ
ン
ジ
ー
ル

鍋
と
し
、
魚
や
卵
料
理
用
鍋
で
あ
る
ミ
ク
ラ
ーm

iqlā

を
浅
鍋
と
訳
す
る
。

　

鍋
の
材
質
に
は
、
石
、
素
焼
き
、
鉄
、
錫
（
メ
ッ
キ
用
）、
錫
メ
ッ
キ
さ
れ
た
銅
、
真

鍮
の
六
種
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。
材
質
の
医
学
的
性
質ṭab‘

を

　

銅
は
〈
女（
21
）
・
熱
〉、
鉄
は
〈
男（
22
）
・
乾
〉、
錫
は
〈
冷
・
乾
な
し
〉、
石
は
〈
冷
・

乾
〉、
真
鍮
は
〈
微
熱
・
強
乾
〉、
素
焼
き
は
〈
冷
・
乾
〉（23
）

と
し
た
。（
表
２
参
照
）。

石
鍋
の
特
性
は
、

　
〔
料
理
品
に
〕
じ
っ
く
り
火
を
通
し
、
柔
ら
か
く
し
、
清
潔
を
保
持
し
、
味
を
良
く
す

る
。
ど
ん
な
風
味
を
用
い
て
も
、〔
石
は
〕
臭
い
を
出
さ
ず
変
質
し
な
い（
24
）
。

と
し
、
一
方
鉄
鍋
や
メ
ッ
キ
さ
れ
な
い
銅
鍋
で
長
時
間
調
理
し
た
食
品
は
、
鉄
や
銅
か
ら

出
る
錆ṣada’ 

に
よ
っ
て
腐
敗
す
る
、
と
述
べ
て
い
る（
25
）
。

材質* 性質 tab‘ 

銅 女unthā・熱ḥārra

鉄 男dhakar・乾yābis

錫 冷bārid・
乾なしlaysa fī-hi yabs

石 冷bārida・乾yābisa

真鍮 微熱yasīr al-ḥarāra・
強乾 shadīd al-yabs

素焼き 冷ḥārr・乾yābis

*材質は記載された順である

表２　�鍋材質の医学的性質（al-Warrāq, 
Kitāb al- abīkh, chap.2）

　
　
　
　
　
　
　

　

錫
メ
ッ
キ
さ
れ
た
銅
鍋
は
、
激
し
く
攪
拌
を
し
な
が
ら
濃
厚
に
煮
詰
め
る
ハ
リ
ー
サ

（
小
麦
粥
）
調
理
に
適
す
る
、
と
し
た（
26
）
。

　

鉄
鍋
を
魚
調
理
に
採
用
す
る
理
由
を
、

　

な
ぜ
な
ら
、
魚
と
鉄
〔
の
性
質
〕
は
〈
冷
〉、
一
方
火
と
油
は
〈
熱
〉
で
、
そ
れ
ら
が

混
ざ
れ
ば
中
庸
と
な
る
。
そ
し
て
〔
鉄
は
〕
短
時
間
の
火
で
熱
く
な
る
か
ら
、
魚
の
最

も
美
味
し
い
部
分
で
あ
る
皮
が
上
手
く
焼
け
る（
27
）
。

と
し
、
魚
の
医
学
的
効
能
と
魚
の
食
味
に
お
い
て
良
好
な
状
態
に
な
る
た
め
と
説
明
し
た
。

　

真
鍮
鍋
は
、
ザ
ラ
ー
ビ
ヤ
（
揚
げ
パ
ン
）
を
揚
げ
る
に
最
適
で
あ
る
と
述
べ
る
。
そ
の

理
由
は
、
弱
火
加
熱
が
可
能
で
、
硼ほ

う

砂し
ゃ

に
（
ホ
ウ
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
：
一
〇
世
紀
か
ら
一
五

世
紀
で
は
パ
ン
類
の
材
料
と
し
て
使
用
）
に
よ
っ
て
変
質
が
な
い
、
か
ら
で
あ
っ
た（
28
）
。

ま
た
油
脂
分
の
多
い
食
品
、
例
え
ば
ア
ー
モ
ン
ド
粉
と
そ
の
油
と
小
麦
粉
と
砂
糖
を
い
れ

て
煮
詰
め
る
プ
デ
ィ
ン
グ
の
よ
う
な
菓
子
調
理
に
適
す
る
と
述
べ
て
い
る（
29
）
。

　

素
焼
き
鍋
が
、
パ
イ
料
理
の
オ
ー
ブ
ン
加
熱
に
適
す
る
の
は
、
鍋
壁
が
薄
く
、
高
熱
に

よ
る
変
質
が
な
い
か
ら
で
あ
っ
た（
30
）
。

　

一
〇
世
紀
イ
ラ
ク
の
『
料
理
書
』
の
記
述
で
は
、
鍋
の
材
質
は
調
理
さ
れ
る
食
べ
物
に

何
ら
か
の
影
響
を
与
え
る
と
い
う
、
調
理
に
つ
い
て
の
認
識
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

鍋
選
択
の
目
的
は
、
食
品
を
腐
敗
か
ら
防
ぐ
こ
と
と
食
味
・
風
味
を
高
め
る
こ
と
に
あ
っ



28イスラーム地域研究ジャーナル　Vol. 4（2012.3）

Pots in the Medieval Islamic World

た
。
鍋
は
、
そ
の
材
質
の
持
つ
特
性
に
よ
っ
て
、
調
理
す
る
食
品
が
決
め
ら
れ
て
い
た
。

二
・
三
．
一
三
世
紀
の
料
理
書
に
お
け
る
鍋
に
つ
い
て
の
記
述

　

マ
シ
ュ
リ
ク
地
域
で
は
、
一
〇
世
紀
後
半
か
ら
一
三
世
紀
後
半
ま
で
の
約
二
百
年
間

に
、
料
理
書
が
編
纂
さ
れ
た
記
録
は
な
く
、
ま
た
現
存
す
る
書
も
な
い
。
一
三
世
紀
の
料

理
書
と
し
て
は
、
二
書
が
現
存
し
て
い
る（
31
）
。
そ
の
一
書
で
あ
る
バ
グ
ダ
ー
デ
ィ
ー

（
生
没
年
不
詳
）
の
『
料
理
書
』
の
序
文
に
は
、
以
下
の
記
述
が
確
認
で
き
た
。
こ
の
書

は
十
三
世
紀
前
半
に
イ
ラ
ク
の
バ
グ
ダ
ー
ド
で
編
纂
さ
れ
た
と
さ
れ
る（
32
）
。

　

そ
の
記
述
は
、

　

鍋
類qudūr

は
、
石
製
を
選
ぶ
よ
う
に
。
そ
の
次
は
素
焼
き
で
あ
る
。
必
要
時
に
は
、

〔
錫
メ
ッ
キ
さ
れ
た
〕
銅
製
を
〔
選
ぶ
よ
う
に
〕。
錫
メ
ッ
キ
な
い
銅
鍋
で
調
理
さ
れ
た

も
の
は
、
最
も
有
害
で
あ
る（
33
）
。

と
あ
り
、
鍋
の
材
質
に
つ
い
て
の
言
及
で
あ
る
。
材
質
と
し
て
は
、
石
と
素
焼
き
、
錫

メ
ッ
キ
さ
れ
た
銅
の
三
種
類
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
調
理
食
品
に
応
じ
た
鍋
材
質
の
選
択

の
記
述
は
な
い
。

　

編
者
バ
グ
ダ
ー
デ
ィ
ー
は
、
序
文
で
、

　

私
は
調
理
に
関
す
る
多
く
の
書
を
読
ん
だ
。
そ
れ
ら
に
は
、
馴
染
み
の
な
い
奇
妙
な

料
理
が
記
載
さ
れ
、
一
緒
に
調
理
す
る
と
〔
身
体
に
〕
有
害
で
、〔
食
味
で
〕
嫌
悪
さ
れ

る
食
材
が
集
め
ら
れ
て
い
た（
34
）
。

と
、
記
述
し
て
い
る
。
編
者
に
と
っ
て
、
既
存
の
料
理
書
に
あ
る
料
理
は
、
そ
の
食
材
の

組
み
合
わ
せ
が
有
害
で
、
そ
の
料
理
自
体
は
奇
妙
で
あ
る
と
し
、
忌
避
さ
れ
た
。
既
存
の

料
理
が
嫌
悪
さ
れ
た
こ
と
で
、
そ
れ
ら
料
理
に
必
要
と
さ
れ
る
鍋
の
情
報
が
、
書
に
記
述

さ
れ
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
む
ろ
ん
編
者
バ
グ
ダ
ー
デ
ィ
ー
が
、
一
〇
世
紀
の
『
料
理

書
』
を
閲
覧
し
た
か
否
か
の
確
認
は
で
き
な
い
。
一
三
世
紀
以
降
の
マ
シ
ュ
リ
ク
地
域
の

医
学
書
や
料
理
書
他
書
に
お
い
て
も
、
一
〇
世
紀
の
書
の
鍋
の
記
述
と
類
似
し
た
内
容

は
、
一
切
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

　

な
お
、
バ
グ
ダ
ー
デ
ィ
ー
の
こ
の
書
の
鍋
記
述
に
つ
い
て
は
、
一
四
世
紀
以
降
の
マ
ム

ル
ー
ク
朝
期
の
エ
ジ
プ
ト
で
編
纂
さ
れ
た
料
理
書
二
種
『
日
常
食
物
誌
』
と
『
優
れ
た
も

の
の
宝
庫
』
に
お
い
て
、
同
一
の
内
容
を
確
認
し
た（
35
）
。

三
．
中
世
期
マ
グ
リ
ブ
・
ア
ン
ダ
ル
ス
地
域
の
鍋

　

中
世
期
マ
グ
リ
ブ
・
ア
ン
ダ
ル
ス
地
域
で
は
、
同
時
代
の
マ
シ
ュ
リ
ク
地
域
と
は
異
な

る
食
養
生
法
と
料
理
調
理
法
が
形
成
さ
れ
て
い
た（
36
）
。
鍋
に
関
す
る
記
述
は
、
一
二
世

紀
ア
ン
ダ
ル
ス
の
医
学
者
イ
ブ
ン
・
ズ
フ
ル
（
一
一
六
二
年
没
）
の
食
養
生
書
で
あ
る

『
食
物
の
書
』
に
お
い
て
確
認
さ
れ
る（
37
）
。

　

彼
は
、
ア
ン
ダ
ル
ス
の
セ
ビ
リ
ア
に
生
ま
れ
、
代
々
医
師
が
輩
出
し
た
家
の
出
身
で
、

ム
ラ
ー
ビ
ト
朝
・
ム
ワ
ッ
ヒ
ド
朝
、
の
支
配
者
の
も
と
で
臨
床
医
と
し
て
活
躍
し
た（
38
）
。

同
時
代
の
哲
学
者
で
あ
り
医
学
者
の
イ
ブ
ン
・
ル
シ
ュ
ド
（
一
一
九
八
年
没
）
は
彼
を

「
ガ
レ
ノ
ス
以
来
の
最
大
の
医
学
者
」
と
評
価
し
た（
39
）
。
彼
の
臨
床
と
実
験
に
基
づ
く
知

見
は
、
例
え
ば
寄
生
虫
感
染
症
の
症
状
の
特
徴
を
克
明
に
記
述
す
る
な
ど
、
そ
の
後
の
イ

ス
ラ
ー
ム
世
界
の
医
学
者
に
強
い
影
響
を
与
え
た
。

　

こ
の
書
で
は
、
各
食
品
の
医
学
的
効
能
の
記
述
に
加
え
、
調
理
で
用
い
る
燃
料
と
鍋
の

記
述
が
あ
る
。
燃
料
の
種
類
は
、
項
目
「
調
理
の
火
に
関
す
る
言
及al-qaw

l fī ṣifat al-
nār allatī yuṭbakh fī-hā

」
に
、
鍋
材
質
の
種
類
は
、
項
目
「
容
器
の
記
述dhikr al-

aw
ānī

」
に
列
記
さ
れ
て
い
る（
40
）
。

三
・
一
．
一
二
世
紀
の
養
生
書
に
お
け
る
燃
料
に
つ
い
て
の
記
述

　

燃
料
に
つ
い
て
は
、

　
〔
そ
の
火
は
〕
強
く
な
く
弱
く
も
な
い
も
の
が
最
良
で
あ
る
。
飲
食
品
の
調
理
に
は
、

薪
よ
り
も
木
炭faḥm

火
が
よ
い
。
緑
色
の
〔
未
乾
燥
〕
薪ḥaṭab

よ
り
乾
燥
薪
が
よ
い（
41
）
。

と
、
記
述
さ
れ
、
一
二
世
紀
ア
ン
ダ
ル
ス
で
は
調
理
用
燃
料
は
、
木
炭
と
薪
で
あ
っ
た
こ

と
が
確
認
で
き
る
。

三
・
二
．
一
二
世
紀
の
養
生
書
に
お
け
る
鍋
に
つ
い
て
の
記
述

　

煮
る
・
揚
げ
る
、
の
調
理
別
に
、
最
適
な
材
質
の
鍋
が
列
記
さ
れ
て
い
る
（
表
３
参

照
）。

　

煮
鍋
に
つ
い
て
は

　

煮
る
容
器aw

ānī li-m
ā yuṭbakh

は
、
使
用
と
調
達
が
可
能
な
ら
ば
金
器
、
次
に
銀
器
。
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〔
金
と
銀
〕
は
〔
使
用
〕
禁
止
の
た
め
、
次
に
は
素
焼
きfakhkhār

器
と
陶
器
（ḥantam

：

内
側
の
み
釉
薬
塗
布
さ
れ
た
陶
器（
42
）
）
で
あ
る（
43
）
。

と
あ
り
、
金
器
、
銀
器
を
奨
め
る
が
、
こ
れ
ら
の
実
用
が
困
難
と
し
て
、
素
焼
き
器
と
陶

器
（
内
側
の
み
を
釉
薬
塗
布
さ
れ
た
も
の
）
を
推
奨
す
る
。

　

揚
げ
鍋
に
つ
い
て
は
、

　

揚
げ
物
を
す
る
の
に
最
適
な
容
器afḍal m

ā yuqlā fī-hi

は
、
金
器
と
銀
器
。
金
器
は

よ
り
優
れ
て
い
る
。
次
に
は
、
錫
器
と
鉛
器
。
銅
器
の
中
で
調
理
さ
れ
た
も
の
は
、
全

て
有
害
と
な
る（
44
）
。

と
、
記
述
し
て
い
る
。
揚
げ
も
の
用
鍋
と
し
て
は
、
金
器
と
銀
器
を
最
適
と
し
、
次
に
錫

器
と
鉛
器
を
推
奨
し
た
。
銅
器
で
の
調
理
は
、
錆
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
食
品
を
有
害

な
も
の
に
す
る
と
し
た
。

材質* 煮る ṭabakh 揚げるqalā 医学的効能と注意

金 dhahab ○（第１**） ○（第１） 強心・強壮・気鬱症に
効果

銀 fiḍḍa ○（第２） ○（第２） ―

素焼き fakhkhār ○（第３） ― 2回以上調理不可

陶製 ḥantam ○（第３） ― 5 回以上使用可・調理
時間は長い

鉄 ḥadīd ○ ― 強精・強壮に効果

銅 nuḥās 不適 不適 調理食品は象皮病を引
き起こす

鉛 raṣās ○ ○（第３） ―

錫 qaṣdīr ○ ○（第３） ―

*材質は記載された順である。** 表の（　）の数字は、推奨順位である。

表３　12世紀マグリブ・アンダルス地域『食物の書』における鍋
　　　（Ibn Zuhr (1992), Kitab al-Agdhiya, p. 136-138）

　
　
　
　

　

つ
ぎ
に
、
鍋
材
質
が
心
身
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。

　

金
器
に
つ
い
て
は
、
項
目
「
単
薬
に
関
す
る
言
及
」
に
あ
り
、

金
器
で
の
調
理
は
、
強
心
と
気
鬱
症
改
善
に
効
が
あ
り
、
ま
た
強
壮
に
効
が
あ
る（
45
）
。

と
、
説
明
が
あ
る
。

　

素
焼
き
器
と
陶
器
（
内
側
の
み
を
釉
薬
塗
布
さ
れ
た
も
の
）
に
つ
い
て
は

　

素
焼
き
は
、
一
回
の
調
理
の
み
に
〔
使
用
〕
に
す
べ
き
で
あ
る
。
陶
器
（
内
側
の
み

を
釉
薬
塗
布
さ
れ
た
も
の
）
は
、
五
回
以
上
の
調
理
が
可
能
で
あ
る（
46
）
。

と
、
使
用
回
数
を
注
意
し
て
い
る
。

　

銅
器
に
つ
い
て
は
、

　

銅
器
で
調
理
す
る
必
要
は
な
い
。
と
い
う
の
も
そ
の
要
素
は
害
だ
か
ら
。
こ
れ
ま
で

多
く
の
医
師
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
こ
の
中
で
調
理
し
た
食
品
を
摂
取
す
る
と
、
象
皮

病
に
か
か
る（
47
）
。

と
あ
り
、
銅
器
に
よ
る
調
理
食
品
を
摂
取
す
る
と
象
皮
病
が
発
症
す
る
と
し
た
。

　

鉄
器
に
つ
い
て
は
、

　

鉄
は
、
洗
わ
れ
、
表
出
し
た
錆
が
な
け
れ
ば
、
調
理
に
良
い
。
と
こ
ろ
で
鉄
に
は
特

別
な
効
能khāṣṣīyāt

が
あ
る
。
も
し
人
間
が
鉄
器
で
調
理
さ
れ
た
物
を
食
べ
続
け
た
場

合
、
強
精
と
強
壮
の
効
が
あ
る（
48
）
。

と
の
記
述
が
あ
る
。
錆
の
な
い
鉄
器
で
調
理
し
た
食
品
は
、
身
体
を
強
く
し
、
精
力
を
維

持
す
る
効
果
が
あ
る
と
し
た（
49
）
。

　

鉛
器
と
錫
器
は
「
煮
込
み
調
理
に
よ
し
」
と
し
、
陶
器
（
内
側
の
み
を
釉
薬
塗
布
さ
れ

た
も
の
）
は
、「
良
い
が
、
調
理
は
遅
い
〔
調
理
時
間
が
長
い
〕」
と
し
て
い
る（
50
）
。

銀
器
に
つ
い
て
の
記
録
は
な
い
。

　

一
二
世
紀
ア
ン
ダ
ル
ス
・
マ
グ
リ
ブ
地
域
で
は
、
マ
シ
ュ
リ
ク
地
域
で
利
用
が
確
認
で

な
か
っ
た
、
金
製
、
銀
製
、
陶
製
、
鉛
製
、
錫
製
の
調
理
へ
の
利
用
を
確
認
し
た
。
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三
・
三
．
一
三
世
紀
の
料
理
書
に
お
け
る
鍋
に
つ
い
て
の
記
述

　

イ
ブ
ン
・
ズ
フ
ル
の
時
代
か
ら
約
百
年
後
の
一
三
世
紀
に
、
マ
グ
リ
ブ
・
ア
ン
ダ
ル
ス

地
域
で
編
纂
さ
れ
た
料
理
書
『
美
味
な
食
品
と
料
理
に
お
け
る
食
卓
の
卓
越
（
以
下
食
卓

の
卓
越
）』
に
、
先
述
の
イ
ブ
ン
・
ズ
フ
ル
の
書
の
鍋
の
記
述
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
記
録
が

確
認
さ
れ
た（
51
）
。
こ
の
書
の
序
文
で
、
編
者
ト
ゥ
ジ
ー
ビ
ー
（
生
没
年
不
詳
）
は
、
編

纂
に
あ
た
り
イ
ス
ラ
ー
ム
医
学
の
知
識
を
前
提
に
、
複
数
の
医
学
書
を
参
照
し
た
と
記
述

し
て
い
る（
52
）
。

　

こ
の
書
で
は
、
調
理
へ
の
言
及
は
、
腐
敗
へ
の
注
意
か
ら
始
ま
り
、

　

調
理
で
第
一
に
避
け
る
べ
き
は
、
料
理
品
が
有
害
か
つ
美
味
し
く
な
い
も
の
に
変
質

す
る
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
素
焼
き
鍋
は
、
二
回
以
上
調
理
に
使
用
す
べ
き
で
な
い
。

こ
の
こ
と
は
、
幾
人
か
の
医
師
が
す
で
に
述
べ
て
い
る
〔
以
降
は
、
イ
ブ
ン
・
ズ
フ
ル

の
書
に
あ
る
記
述
が
つ
づ
く
〕（53
）
。

と
、
あ
る
。
こ
れ
以
降
の
記
述
は
、
鉄
の
医
学
的
効
能
を
除
け
ば
、
イ
ブ
ン
・
ズ
フ
ル
の

『
食
物
の
書
』
の
内
容
と
同
一
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
引
用
元
の
書
名
は
な
い
が
、

他
書
か
ら
の
引
用
記
載
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
文
章
の
書
き
出
し
か
ら
明
ら
か
で
あ

る（
54
）
。
鍋
の
材
質
が
調
理
食
品
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
の
編
者
ト
ゥ
ジ
ー
ビ
ー
の
認

識
は
、
一
二
世
紀
の
医
学
者
イ
ブ
ン
・
ズ
フ
ル
と
同
様
で
あ
っ
た
。
一
二
世
紀
の
養
生
書

に
あ
る
鍋
の
情
報
は
、
約
百
年
後
の
一
三
世
紀
の
書
に
お
い
て
も
継
承
さ
れ
た
と
い
え
よ

う
。四

．
お
わ
り
に

　

鍋
に
関
す
る
記
述
を
、
マ
シ
ュ
リ
ク
地
域
の
料
理
書
の
二
種
と
、
マ
グ
リ
ブ
・
ア
ン
ダ

ル
ス
地
域
の
食
養
生
書
等
二
種
で
確
認
し
た
。

　

鍋
材
質
の
種
類
は
、
マ
シ
ュ
リ
ク
地
域
で
は
、
時
代
で
異
な
っ
て
い
た
。
マ
シ
ュ
リ
ク

地
域
の
一
〇
世
紀
で
は
、
石
製
、
素
焼
き
、
錫
メ
ッ
キ
さ
れ
た
銅
製
、
鉄
製
、
真
鍮
製
の

五
種
類
が
、
一
三
世
紀
で
は
、
石
製
、
素
焼
き
製
、
錫
メ
ッ
キ
さ
れ
た
銅
製
の
三
種
が
確

認
さ
れ
た
。
マ
グ
リ
ブ
・
ア
ン
ダ
ル
ス
地
域
で
は
、
時
代
に
よ
る
材
質
の
種
類
に
は
差
異

は
な
く
、
金
製
、
銀
製
、
陶
製
、
素
焼
き
製
、
鉄
製
、
銅
製
、
鉛
製
、
錫
製
の
八
種
の
鍋

の
記
述
が
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
調
理
別
に
鍋
材
質
が
選
択
さ
れ
る
記
述
も
認
め
ら
れ
た
。

　

鍋
の
材
質
が
、
加
熱
調
理
中
の
食
品
に
影
響
を
与
え
る
と
い
う
認
識
は
、
両
地
域
で
一

致
し
て
い
た
。
銅
鍋
と
鉄
鍋
の
使
用
に
み
ら
れ
る
害
に
つ
い
て
は
、
両
地
域
で
一
致
が
み

ら
れ
た
。
錫
メ
ッ
キ
さ
れ
て
い
な
い
銅
鍋
で
の
調
理
食
品
は
身
体
に
有
害
で
あ
る
と
さ

れ
、
鉄
の
錆
は
調
理
食
品
を
腐
敗
さ
せ
る
と
さ
れ
た
。

　

マ
シ
ュ
リ
ク
地
域
で
は
、
一
〇
世
紀
の
書
で
の
、
鍋
に
関
す
る
記
述
は
、
約
三
百
年
後

の
一
三
世
紀
の
料
理
書
に
受
け
継
が
れ
て
い
な
か
っ
た
。
マ
グ
リ
ブ
・
ア
ン
ダ
ル
ス
地
域

で
は
、
一
二
世
紀
の
養
生
書
で
の
鍋
に
関
す
る
記
述
に
つ
い
て
は
、
一
三
世
紀
の
料
理
書

に
、
ほ
ぼ
同
じ
記
述
が
あ
っ
た
。

　

今
後
の
課
題
は
、
本
稿
で
扱
っ
た
鍋
の
情
報
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
市

場
監
督
官
の
書
、
旅
行
記
、
本
草
書
な
ど
他
分
野
の
書
に
お
け
る
器
に
関
す
る
記
述
を
比

較
検
討
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
︻
註
︼

（
1
）
考
古
学
分
野
に
お
け
る
飲
食
器
に
関
す
る
研
究
と
し
て
は
桜
井
清
彦
・
川
床
睦
夫
編

（
一
九
九
二
年
）『
ア
ル=

フ
ス
タ
ー
ト
遺
跡
：
エ
ジ
プ
ト
・
イ
ス
ラ
ー
ム
都
市
発
掘
調
査

一
九
七
八
︱
一
九
八
五
年
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
、G

. R
osselló-B

ordoy (1994), “A
rque-

ología e inform
acíon textual: el utilaje de la cocina A

ndalusi”, La alim
entación en las cul-

turas islám
icas, ed. M

. M
arín and D

. W
aines, M

adrid: A
gencia Espagniola de C

ooper-

acíon Internatcional, pp. 37-88; Julio N
avarro Palazón and A

lfonso R
obles Fernández, ed. 

(1991), U
ne m

aison m
usulm

ane à M
urcie: l’Andalousie arabe au quotidien: [exposición] 

30 avril-17 octobre, Paris: M
usée de l’Institut du M

onde A
rabe

な
ど
が
あ
る
。

（
2
）
文
献
資
料
類
か
ら
の
研
究
と
し
て
はM

anuela M
arín (2002), “Pots and fire: the cooking 

processes in the cookbooks of al-A
ndalusi and the M

aghreb”, Patterns of Everyday Life, 

ed. D
. W

aines, A
ldershot: A

shgate, pp. 289-302; D
avid W

aines (2011), ‘kitchen’, Food 

culture and health in pre-m
odern Islam

ic societies, ed. D
. W

aines, Leiden: B
rill, pp. 147-

151; M
. M

. A
hsan (1979), Social life under the Abbasids, London, N

ew
 York : Longm

an, 

pp. 120-130

が
あ
る
。

（
3
）
料
理
書
と
養
生
書
の
史
料
的
特
質
に
つ
い
て
はM

anuela M
arín and D

avid W
aines (1989), 

“The B
alanced w

ay: Food for pleasure and health in M
edieval Islam

”, M
anuscripts of The 

M
iddle East 4, pp. 123-132, pp. 125-126; Paulina B

. Lew
icka (2011), Food and food w

ays 

of m
edieval C

airenes, Leiden : B
rill, pp. 27-39

を
参
照
。

（
4
）Ibn al-N

adīm
 (1970), The Fihrist, 2vols., ed. and Engl. transl. B

. D
odge, N

ew
 York : C

o-

lum
bia U

niversity Press, Vol. 1, pp. 254, 267, 272, 314, 319, 322, 326, Vol. 2, pp. 628, 

742-273. 

九
世
紀
か
ら
一
五
世
紀
の
編
纂
さ
れ
た
料
理
書
一
覧
はḤ

abīb Zayyāt (1947), “Fann 
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al-khiw
ān fī ṭayyibāt al-aṭ‘ām

 w
a’l-alw

ān, ed. M
. B

enchekroun, B
ayrūt: D

ār al-G
harb al-

Islām
ī

）。

（
8
）Naw

ar N
asrallah (2007), Annals of the C

aliphs’ K
itchens, pp. 10-15.

（
9
）Al-W

arrāq, ibid., p. 1, Engl. Transl. in N
aw

ar N
asrallah (2007), pp. 67-68, M

S. A
. 2143, f. 

7a. 

こ
の
書
の
引
用
元
書
の
著
者
一
覧
はN

aw
ar N

asrallah (2007), Annals of the C
aliphs’ 

K
itchens, pp. 15-20

を
参
照
。

（
10
）Al-W

arrāq, ibid., pp. 11-13, Engl. Transl. in N
aw

ar N
asrallah (2007), pp. 84-90; M

S. A
. 

2143, ff. 17a-20b.

（
11
）Al-W

arrāq, ibid, p. 12, Engl. Transl. in N
aw

ar N
asrallah (2007), p. 87; M

S. A
. 2143, f. 

19a. C
f. D

avid W
aines (2011), ‘kitchen’, p. 149.

（
12
）Al-W

arrāq, ibid., pp. 12-13, Engl. Transl. in N
aw

ar N
asrallah (2007), pp. 89; M

S. Signum
 

7322 A
. 2143, ff. 20a-b. C

f. D
avid W

aines (2011), ‘kitchen’, p. 149.

（
13
）
五ご

徳と
くthalāthat athāfī m

untaṣibāt

は
、
柔
ら
か
い
飴
菓
子nāṭif

製
作
の
弱
火
調
理
に
使
用
さ
れ

た
（A

l-W
arrāq, ibid., p.13, Engl. Transl. p. 90; M

S. A
. 2143, f. 20b.

）。

（
14
）
オ
ー
ブ
ンA

l-W
arrāq, ibid., p. 12, Engl. Transl. in N

aw
ar N

asrallah (2007), pp. 88-89, 

M
S. A

. 2143, f. 19b.

（
15
）
コ
ン
ロkānūn

は
、「
外
皮
を
片
面
と
り
、
そ
こ
に
具
材
を
の
せ
て
焼
い
た
薄う
す
い
平
パ
ンw

asṭ 

m
ashṭūr

」
の
調
理
法
と
、
菓
子
名
「
オ
ー
ブ
ン
焼
き
ハ
リ
ー
サ（
甘
い
小
麦
粥
）ḥarīsa kānūnīya

」

に
確
認
で
き
た
（A

l-W
arrāq, ibid., pp. 58, 139, Engl. Transl. in N

aw
ar N

asrallah (2007), 

pp. 151, 258

）。

（
16
）
オ
ー
ブ
ンfurn

は
、 ‘

煮
プ
デ
ィ
ン
グ
菓
子khabīsa’

と‘

粉
状
パ
イ
菓
子basīsa’

の
調
理
法
に

お
い
て
使
用
さ
れ
て
い
る
（A

l-W
arrāq, ibid., pp. 259, 260, Engl. Transl. in N

aw
ar N

asral-

lah (2007), pp. 402, 404

）。

（
17
）「
以
上
の
こ
と
は
、『
道
具
の
書 kitāb al-ālālt w

a’l-adaw
āt 

』
の
著
者Ya‘qūb al-K

indī

が
述

べ
た
こ
と
で
あ
る
。
我
々
は
彼
の
記
述
ど
お
り
に
記
述
し
た
」
と
あ
り
、
著
者
は
哲
学
者A

bū 

Y
ūsuf Ya‘qūb ibn Isḥāq al-K

indī

（
八
六
六
？
没
）
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
（A

l-W
arrāq, ibid., p. 

11, Engl. Transl. in N
aw

ar N
asrallah (2007), p. 86; M

S. A
. 2143, f. 18b

）。『
道
具
の
書
』

は
現
存
せ
ず
、
ア
ル
・
キ
ン
デ
ィ
ー
の
著
書
リ
ス
ト
に
も
確
認
で
き
な
い
（M

. Levy (1966), 

The M
edical Form

ulary or Aqrābādhīn of al-K
indī, M

adison: the U
niv. of W

isconsin 

Press, pp. 4-6

を
参
照
）。

（
18
）
第
二
章
冒
頭
は
、
校
訂
本
で
は
脱
落
し
て
お
り
、
ト
プ
カ
プ
宮
殿
写
本
に
確
認
で
き
る
（M

S. 

A
. 2143, f. 11a-b; Engl. Transl. in N

aw
ar N

asrallah (2007), pp. 84-90

）。

（
19
）Al-W

arrāq, ibid., p. 11, Engl. Transl. in N
aw

ar N
asrallah (2007), p. 86; M

S. A
. 2143, f. 

18b-19a. 

浅
鍋m

iqlā
はm

aqlā

と
も
い
う
（N

aw
ar N

asrallah (2007), ibid, p. 688

参
照
）。 

（
20
）Al-W

arrāq, ibid., pp. 11, Engl. Transl. in N
aw

ar N
asrallah (2007), p. 84-86; M

S. A
. 2143, 

al-ṭabkh w
a-iṣlāḥ al-aṭ‘im

a fi’l-Islām
”, Al-M

ashriq, 41, pp. 1-26, pp. 16-17

を
、
現
存
す
る

料
理
書
一
覧
はN

aw
ar N

asrallah (2007), Annals of the C
aliphs’ K

itchens, pp. 22-24

を
参

照
。

（
5
）
古
代
ギ
リ
シ
ャ
医
学
を
踏
襲
し
、
九
世
紀
に
体
系
化
さ
れ
た
イ
ス
ラ
ー
ム
医
学
で
は
、
万
物

は
、
四
元
素
（
火
・
地
・
風
・
水
）
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
火
は
〈
熱
・
乾
〉、
地
は

〈
冷
・
乾
〉、
風
は
〈
熱
・
湿
〉、
水
は
〈
冷
・
湿
〉
の
性
質
を
備
え
て
い
る
と
さ
れ
た
。
個
々

の
物
質
は
〈
熱
・
乾
・
冷
・
湿
〉
の
い
ず
れ
か
一
つ
あ
る
い
は
二
つ
の
性
質
を
持
ち
、
人
体
は

四
体
液
（
黄
胆
汁
〈
熱
・
乾
〉、
黒
胆
汁
〈
冷
・
乾
〉、
血
液
〈
熱
・
湿
〉、
粘
液
〈
冷
・
湿
〉）

で
構
成
さ
れ
る
と
し
た
。
体
調
の
不
良
の
要
因
は
、
四
体
液
の
均
衡
の
崩
れ
で
あ
る
と
し
、
そ

の
主
た
る
治
療
は
、
人
体
で
不
足
す
る
体
液
の
性
質
を
、
そ
れ
と
拮
抗
す
る
性
質
の
食
品
摂
取

で
補
う
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
イ
ス
ラ
ー
ム
医
学
の
食
養
生
法
理
論
と
実
践
に
つ
い
て
は
、

D
avid W

aines (2011), “D
ietetics in m

edieval Islam
ic culture”, Islam

ic m
edical and scien-

tific tradition, ed. Peter E. Porm
ann, London: R

outledge, Vol. 1, pp. 99-115.

を
参
照
。

（
6
）Ibn al-N

adīm
 (1970), ibid., Vol. 1, pp. 254, 267, 272, 314, 319, 322, 326, Vol. 2, pp. 628, 

pp. 742-273.

（
7
）
一
〇
世
紀
の
イ
ラ
ク
の
料
理
書
と
は
、
ワ
ッ
ラ
ー
ク
（
生
没
年
不
詳
）
の
『
料
理
書
』
で
あ
る

（A
l-W

arrāq, K
itāb al-Ṭabīkh, ed. K

aj Ö
hrnberg and Sahban M

roueh, H
elsinki: Studia O

ri-

entalia, no. 60, Finnish O
riental Society, 1987

）。
こ
の
書
の
英
訳
はN

aw
ar N

asrallah 

(2007), Annals of the C
aliphs’ K

itchens: Ibn Sayyār al-W
arrāqʼs Tenth-C

entury Baghdadi 

C
ookbook, Leiden: B

rill

に
あ
る
。
校
訂
書
出
版
後
に
発
見
さ
れ
た
ト
プ
カ
プ
宮
殿
写
本M

S. 

Signum
 7322 A

. 2143, Library of A
hm

ed III, Topkapı Saray, Istanbul
は
校
訂
書
の
欠
損
部

分
を
補
完
す
る
。
ト
プ
カ
プ
宮
殿
写
本
の
位
置
付
け
はK

aj Ö
hrnberg (1994), “Ibn Sattār al-

W
arrāq’s K

itāb al-W
uṣla ilà al-ḥabīb”, La alim

entación en las culturas islám
icas, ed. M

a-

rín and W
aines, pp. 23-35

を
参
照
。
一
二
世
紀
の
ア
ン
ダ
ル
ス
地
域
の
食
養
生
書
は
、
医
学

者
イ
ブ
ン
・
ズ
フ
ル
（
一
一
六
二
年
没
）
の
『
食
物
の
書
』
で
あ
る
（Ibn Zuhr (1992), K

itāb 

al-Agdhiya, ed. and Spanish transl. E. G
arcía Sánchez, M

adrid: C
onsejo Superior de Ives-

tigaciones C
ientíficas, Instituto de C

ooperación con el M
undo A

rabe

）。
一
三
世
紀
マ
シ
ュ

リ
ク
地
域
の
料
理
書
と
は
、
バ
グ
ダ
ー
デ
ィ
ーM

uḥam
m

ad Ibn al- Ḥ
asan Ibn M

uḥam
m

ad 

Ibn al-K
arīm

 al-B
aghdādī

（
生
没
年
不
詳
）
の
『
料
理
書
』
で
あ
る
（al-B

aghdādī (1934), 

K
itāb al- Ṭabīkh, ed. D

aw
ud C

helebi, M
ousl. 

英
訳
は A

. J. A
rberry (2006), “A

 B
aghdad 

cookery book”, M
edieval Arab C

ookery: Essays and Translation by M
axim

e Rodinson, A. 

J. Arbery and C
hales Perry, ed. M

axim
e R

odinson, A
. J. A

rberry and C
harles Perry, 

B
lackaw

ton: Prospect B
ooks, pp. 37-89

所
収
）。
一
三
世
紀
の
ア
ン
ダ
ル
ス
地
域
の
料
理
書

と
は
、
ト
ゥ
ジ
ー
ビ
ーIbn R

azīn al-Tujībī

（
生
没
年
不
詳
）
の
料
理
書
『
美
味
な
食
品
と
料
理

に
お
け
る
食
卓
の
卓
越
（
以
下
食
卓
の
卓
越
）』
で
あ
る
（Ibn R

azīn al-Tujībī (1984), Fuḍālat 
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f. 18b.

（
21
）unthā. 

銅
の
医
学
的
性
質
と
し
て
、
他
の
医
学
書
で
は
現
在
ま
で
確
認
し
て
い
な
い
。
一
一
世

紀
の
イ
ブ
ン
・
ス
ィ
ー
ダIbn Sīda, ‘A

lī ibn Ism
ā‘īl

（
一
〇
六
六
年
没
）
編
纂
の
辞
典
『al-

M
ukhaṣṣaṣ

』
で
は
、
銅
鍋
の
一
種m

irlaj

に
つ
い
て
、「
そ
れ
は
女unthā

で
あ
る
」
と
の
記
載

が
あ
る
（Ibn Sīda (n.d.), K

itāb al-m
ukhaṣṣaṣ, B

ayrūt: al-M
aktab al-tijārī lil-ṭibā‘a w

a’l-

taw
zī‘ w

a’l-nashr, vol. 5, p. 54, s. v. ‘m
irjal’

参
照
）。

（
22
）dhakar. 
鉄
の
医
学
的
性
質
と
し
て
、
他
書
で
は
現
時
点
で
確
認
し
て
い
な
い
。

（
23
）Al-W

arrāq, ibid., p. 11, Engl. Transl. in N
aw

ar N
asrallah (2007), p. 85; M

S. A
. 2143, f. 

17b.

（
24
）Al-W

arrāq, ibid., p. 11, Engl. Transl. in N
aw

ar N
asrallah (2007), p. 85; M

S. A
. 2143, f. 

18a.

（
25
）Al-W

arrāq, ibid., p.. 11, Engl. Transl. in N
aw

ar N
asrallah (2007), p. 85; M

S. A
. 2143, f. 

18a.

（
26
）
銅
鍋
使
用
の
理
由
は
、
強
い
攪
拌
に
は
「
石
鍋
は
耐
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
た
め
で
あ
っ
た

（A
l-W

arrāq, ibid., p. 11, Engl. Transl. in N
aw

ar N
asrallah (2007), p. 85; M

S. A
. 2143, f. 

18a

）。

（
27
）Al-W

arrāq, ibid., pp. 11, Engl. Transl. in N
aw

ar N
asrallah (2007), p. 85; M

S. A
. 2143, f. 

18a.

（
28
）Al-W

arrāq, ibid., p. 11, Engl. Transl. in N
aw

ar N
asrallah (2007), p. 85; M

S. A
. 2143, f. 

18a. 

パ
ン
類
食
材
と
し
て
硼
砂
に
つ
い
て
、
一
二
世
紀
シ
リ
ア
に
お
い
て
ヒ
ス
バ
の
書
の
編
纂

し
た
シ
ャ
イ
ザ
リ
ー
は
「
硼
砂
は
、
パ
ン
類
の
表
面
を
改
良
さ
せ
る
」
と
そ
の
利
用
効
果
を
述

べ
る
（al-Sayzarī (1981), N

ihāyat al-rutba fī ṭalab al- ḥisba, ed. al-Sayyid al-B
āz al-

‘A
rīnī, B

ayrūt: D
ār al-thaqāfa, p. 23

）
と
あ
る
。
こ
の
記
述
は
、
硼
砂
を
材
料
と
し
て
パ
ン
類

に
い
れ
る
と
、
パ
ン
の
外
表
（
茶
色
部
分
）
に
光
沢
が
で
る
、
と
い
う
硼
砂
使
用
の
効
果
を
指

摘
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
（G
ail M

arlow
 Taylor (2008), “A

l-R
azī’s B

ook of Secrets: the prac-

tical laboratory in the m
edieval Islam

ic w
orld” (M

. A
. dissertation, C

alifornia State U
n-

versity), p. 115

の
註
19
を
参
照
）。
硼
砂
は
、
ア
ル
・
ワ
ッ
ラ
ー
ク
の
『
料
理
書
』
に
パ
ン
類

の
材
料
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
（A

l-W
arrāq, ibid., pp. 35, 36, Engl. Transl. in N

aw
ar 

N
asrallah (2007), pp. 122-123

）。
十
世
紀
の
医
学
者
ラ
ー
ズ
ィ
ー
（
九
二
五
年
頃
没
）Abū 

B
akr M

uḥam
m

ad b. Zakariyā’

は
、
錬
金
術
の
書
『
秘
密
の
書K

itāb al-Asrār

』
に
お
い
て
、

六
種
類
の
硼
砂
を
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し
て
い
る
が
、「
パ
ン
の
硼
砂būraq al-khubz
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の
な
か
の
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あ
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と
か
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、
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時
硼
砂
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食
材
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
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ail M

arlow
 Taylor (2008), ibid, p. 115

）。
ヒ
ス
バ
の
書
で
は
、
硼
砂būraq

の
パ
ン
食
材

と
し
て
の
使
用
に
つ
い
て
は
見
解
が
異
な
り
、
一
二
世
紀
シ
リ
ア
の
ヒ
ス
バ
の
書
で
は
、
硼
砂
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体
に
害
を
及
ぼ
す
と
し
、
そ
の
使
用
を
禁
止
し
て
い
る
が
、
一
四
世
紀
エ
ジ
プ
ト
の
ヒ
ス

バ
の
書
で
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、
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ラ
ー
ビ
ヤ
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揚
げ
パ
ン
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に
必
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食
材
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し
て
い
る
（al-Sayzarī (1981), 
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uḥam
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ad Ibn al-U
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w

a (1938), M
a‘ālim

 al-qurba fī aḥkām
 al- ḥisba, ed. 

and transl. R
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焼
き
は
「
す
で
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加
熱
さ
れ
た
も
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aṭbūkh
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〔
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熱
〕
さ
れ
た
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て
も
、

そ
の
本
質
を
〔
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し
て
調
理
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さ
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な
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W
arrāq, ibid., pp. 11, Engl. Transl. in N

aw
ar N

asrallah (2007), p. 86; M
S. A

. 2143,18b
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aghdādī
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年
不
詳
）
の
『
料
理
書
』（al-B

aghdādī (1934), K
itāb al- Ṭabīkh, ed. D

aw
ud C

helebi, 

M
ousl. 

英
訳
は A

. J. A
rberry (2006), “A

 B
aghdad cookery book”, M

edieval Arab C
ook-

ery: Essays and Translation by M
axim

e Rodinson, A. J. Arbery and C
hales Perry, ed. 

M
axim

e R
odinson, A

. J. A
rberry and C

harles Perry, pp. 34-89
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収
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、
ア
イ
ユ
ー
ブ
朝

期
の
料
理
書
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さ
れ
る
著
者
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『
友
と
の
絆
』al-W

uṣla ilā ’l-ḥabīb fîī w
aṣf fi’l- ṭayyibāt 

w
a’l-ṭīb, ed. S. D

. al-K
haṭīb and S. M

aḥjūb, A
leppo, vol. 2
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33
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aghdādī, ibid., p. 10, Engl. Transl. in A
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rberry, ibid., p. 38.
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34
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aghdādī, ibid., p. 10, Engl. Transl. in A
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（
35
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マ
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の
エ
ジ
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ト
の
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理
書
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種
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常
食
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aṣf al-
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u‘tāda

』, M
S. Signum

 7338 A
. 2004, Library of A
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ed III, Topkapı Saray, 

Istanbul
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英
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harles Perry (2001), “Fam
iliar Food”, M

edieval Arab C
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M
axim
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odinson , A

. J. A
rberry and C
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ā’id fī tanw

ī‘ al-m
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ā’id

』(1993), ed. M
. M

arín and D
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W
aines, B

eirut

で
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る
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鍋
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記
述
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、 W

aṣf al-aṭ‘im
a al-m

u‘tāda, f. 2a (Eng. Transl. in 

C
harles Perry (2001), “Fam

iliar Food”, p. 302)
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anz al-faw

ā’id fī tanw
ī‘ al-m

aw
ā’id, p. 

5
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記
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。
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ー
の
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料
理
書
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の
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踏
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お
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情
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書
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. W
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troduction, in K
anz al-faw

ā'id fî tanw
ī‘ al-m

aw
ā’id, ed. M
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arín and D
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aines, B

eirut, 
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中
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と
食
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い
て
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piración G
arcía Sánchez (2002), “D

ietic A
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ndalus”, Patterns of Ev-

eryday Life, ed. D
. W
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イ
ブ
ン
・
ズ
フ
ルA

bū M
arw

ān ‘A
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bī al-‘A

lā’ Zuhr
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一
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ワ
ッ
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ラ
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シ
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ār M
aktabat al-H

ayā, pp. 521

参
照
。
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イ
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デ
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あ
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デ
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編
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の
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健
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基
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で
あ
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体
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す
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で
あ
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め
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と
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鉄
の
効
能
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す
る
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で
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ブ
ン
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フ
ル
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書
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と
の
記
述
部
分
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食
卓
の
卓
越
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な
効
果
が
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。
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）
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す
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あ
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